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発行にあたって

　本学習テキストは、

　電子回路営業職業能力検定試験を受検される皆様に向けた受検対策に欠か

せない参考書として、さらには受検後も日々の業務におけるバイブルとして

活用いただけるよう営業に必要な知識からはじまり、電子回路製造に関する

基礎知識までと幅広い内容で構成し、新たに発行しました。

　前述のとおり、本学習テキストを活用される方は、主に電子回路営業士の

資格取得を目指す方々です。

　そのため、資格の取得において重要な営業・技術の基礎知識の習得を目的

に構成されています。

　しかし、電子回路の技術は、これらを支える基板材料、薬品、製造設備、

試験検査装置に関わる技術が日々進歩しています。

　このことを理解し、本学習テキストから、営業や生産現場で必要となる知

識の深みを得るきっかけとなれば、この存在意義は高いものと確信しています。

　また、本学習テキストを利用された方々には、今後の編集作業に向けての

ご意見感想をお寄せいただければ幸甚です。

　最後に、本学習テキストの発行にあたりご尽力頂いた方々に、心からお礼

を申し上げます。

令和 5年 5 月

一般社団法人日本電子回路工業会

資格普及委員会　委員長　佐々木　猶裕
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電子回路営業職業能力検定

　厚生労働大臣が定める職業能力検定を定める件第 3号に規定する職業能力
開発局長が定める職業能力検定として、JPCAが実施している検定試験です。
　本検定試験（ 1 級・ 2級）合格者には「電子回路営業士（ 1級・ 2級）」
の称号および、合格証書と電子回路営業士資格証が交付されます。

1 ．受検資格
1 級：　電子回路営業従事歴 5年以上の方、
　　　　もしくは本検定 2級合格後 2年以上の実務経験を有する方
2級：　電子回路営業従事歴 2年以上の方

2 ．試験要領
　⑴ 募集開始時期（予定）
 　　 7月中旬～ 8月上旬（JPCA公式サイトhttps://jpca.jp/に掲載）
　⑵ 検定実施時期（予定）
 　　10月上旬～中旬（JPCA公式サイトhttps://jpca.jp/ に掲載）
　⑶ 出題範囲
 　　次ページ以降参照
　⑷ 検定科目（各級共通）
　　 ① 学科試験　② 原価計算試験　③ ロールプレイング試験
　　 ※既に合格している科目は、受検が免除されます。
　⑸ 検定費用（各級共通：表示額は税込価格）
 　　全科目　15,000円（各科目　5,000円）
　⑹ 検定時間
　　【 1級】
　　 ①学科試験　　：50分間
　　 ②原価計算試験：50分間
　　 ③ロールプレイング試験：15分間
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　　【 2級】
　　 ①学科試験　　：50分間
　　 ②原価計算試験：50分間
　　 ③ロールプレイング試験：10分間 
　⑺ 合格基準
　　 ①学科試験　　： 1級　80点以上　 2級　60点以上
　　 ②原価計算試験：60点以上
　　 ③ロールプレイング試験：60点以上
　　 ※①②③科目全て合格基準以上で合格
　　　 �但し、科目合格あり。既合格科目は、次回以降の受検が免除となり

ます。
　⑻ 合格（電子回路営業士（ 1級・ 2級））
　　 �3 科目全てに合格した方には「電子回路営業士」の称号及び、合格証

書と電子回路営業士資格証（デジタル）が交付されます。

3 ．電子回路営業士取得者へのフォローアップ
　⑴ セミナーの開催
　　 ・開催頻度：年 1回程度（任意参加）
　　 ・テーマ：業界の最新動向等
　　 ・案内方法：登録（検定申込時記載）メールアドレスへ送付
　⑵ 登録情報の変更方法
　　 �以下、URLより変更届をダウンロードし、事務局担当宛
　　 （shikaku@jpca.org）にお送りください。
　　 https://jpca.jp/jpcakentei/ec_sales_kentei/

【問い合わせ先】
　　 一般社団法人日本電子回路工業会（JPCA）
　　 電子回路営業職業能力検定試験　事務局担当宛
　　 E-mail: shikaku@jpca.org
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電子回路営業職業能力検定（ 1・ 2級）出題範囲

学科試験
科目 分野 1 級 2級
電子
回路
基板
営業

営業の任
務と考え
方

次に揚げる詳細な知識を有す
ること
⑴ 任務の基礎概念
⑵ 具体的任務
⑶ 任務遂行上の注意事項
⑷ その他 

次に揚げる一般的な知識を有
すること
⑴ 任務の基礎概念
⑵ 具体的任務
⑶ 任務遂行上の注意事項
⑷ その他 

売上げ及
び各種利
益

次に揚げる詳細な知識を有す
ること
⑴ 目標の設定
⑵ 目標・実績管理
⑶ �利益（売上げ総利益、営業

利益、経常利益）
⑷ その他

次に揚げる一般的な知識を有
すること
⑴ 目標の設定
⑵ 目標・実績管理
⑶ �利益（売上げ総利益、営業

利益、経常利益）
⑷ その他

顧客及び
工場との
コミュニ
ケーショ
ン

次に揚げる詳細な知識を有す
ること
⑴ �訪問活動（新規開拓と定

期訪問）
⑵ �顧客要求事項（支給図面

を含む）の工場への伝達
（用途及び取扱を含む）

⑶ 納期管理・納期調整
⑷ クレーム処理
⑸ VA・VE提案
⑹ 遅延・欠品対応
⑺ その他

次に揚げる一般的な知識を有
すること
⑴ �訪問活動（新規開拓と定

期訪問）
⑵ �顧客要求事項（支給図面

を含む）の工場への伝達
（用途及び取扱を含む）

⑶ 納期管理・納期調整
⑷ クレーム処理
⑸ VA・VE提案
⑹ 遅延・欠品対応
⑺ その他

納品業務 次に揚げる詳細な知識を有す
ること
⑴ 輸送手段の検討
⑵ 配送確認・手配
⑶ 顧客納入形態対応
⑷ 納品事後処理
⑸ その他 

次に揚げる一般的な知識を有
すること
⑴ 輸送手段の検討
⑵ 配送確認・手配
⑶ 顧客納入形態対応
⑷ 納品事後処理
⑸ その他 
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科目 分野 1 級 2級
電子
回路
基板
営業

品質管理 次に揚げる詳細な知識を有す
ること
⑴ 品質管理用語
⑵ 品質管理の効用
⑶ 品質管理の方法

次に揚げる一般的な知識を有
すること
⑴ 品質管理用語
⑵ 品質管理の効用
⑶ 品質管理の方法

代金回収 次に揚げる詳細な知識を有す
ること
⑴ 代金回収
⑵ 未収金管理
⑶ その他

次に揚げる一般的な知識を有
すること
⑴ 代金回収
⑵ 未収金管理
⑶ その他

関係法規 次に揚げる詳細な知識を有す
ること
印紙税法関係法令、商法、民
法、外国為替及び外国貿易管
理法関係法令、製造物責任法
並びに下請代金支払遅延等防
止法関係法令のうち、電子回
路営業に関する部分

次に揚げる一般的な知識を有
すること
印紙税法関係法令、商法、民
法、外国為替及び外国貿易管
理法関係法令、製造物責任法
並びに下請代金支払遅延等防
止法関係法令のうち、電子回
路営業に関する部分

環境管理 次に揚げる一般的な知識を有
すること
⑴ 環境問題と環境ISO
⑵ 環境関連法と使用禁止物質
⑶ その他

次に揚げる概略の知識を有す
ること
⑴ 環境問題と環境ISO
⑵ 環境関連法と使用禁止物質
⑶ その他

プリント配線板基礎知識
電子
回路
一般

電子回路
基板及び
その材料
の種類、
性質及び
用途

電子回路基板の種類及び特徴
について詳細な知識を有する
こと。
電子回路基板用基板材料の種
類、性質及び用途規格につい
て詳細な知識を有すること。

電子回路基板の種類及び特徴
について一般的な知識を有す
ること。
電子回路基板用基板材料の種
類、性質及び用途規格につい
て一般的な知識を有すること。

用語 電子回路に関する用語につい
て、（「電子回路用語（JPCA-
TD01-2008に準拠）」）詳細な
知識を有すること。

電子回路に関する用語につい
て、（「電子回路用語（JPCA-
TD01-2008に準拠）」）一般的
な知識を有すること。
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科目 分野 1 級 2級
電子
回路
一般

電気回路
及びその
部品

電子回路及びその部品に関
し、次に掲げる事項について
一般的な知識を有すること。
⑴ �電圧、電流及び抵抗（オー

ムの法則を含む。）
⑵ 直流回路及び交流回路
⑶ �クロストーク、ノイズ、イ

ンピーダンス
⑷ �アナログ回路及びデジタ

ル回路の特徴
⑸ �電気回路を構成する次の

電気部品の性質及び構造
 イ）LSI・IC
 ロ）トランジスタ
 ハ）コンデンサ
 ニ）抵抗
 ホ）コイル
 へ）その他

電子回路及びその部品に関
し、次に掲げる事項について
基礎の知識を有すること。
⑴ �電圧、電流及び抵抗（オー

ムの法則を含む。）
⑵ 直流回路及び交流回路
⑶ �インピーダンス
⑷ �アナログ回路及びデジタ

ル回路の特徴
⑸ �電気回路を構成する次の

電気部品の性質及び構造
 イ）LSI・IC
 ロ）トランジスタ
 ハ）コンデンサ
 ニ）抵抗
 ホ）コイル
 へ）その他

電子
回路
基板
設計
法

プリント
配線板の
パターン
設計

次に揚げる一般的な知識を有
すること
⑴ 設計へのインプット
⑵ CADと設計方法
⑶ 設計からのアウトプット

次に揚げる概略の知識を有す
ること
⑴ 設計へのインプット
⑵ CADと設計方法
⑶ 設計からのアウトプット

製造
用治
工具
の作
成

製造用治
工具の作
成及び
CAM作
業

次に揚げる一般的な知識を有
すること
⑴ データチェック
⑵ 面付け・ワークサイズ
⑶ フィルム
⑷ スクリーン版
⑸ 穴あけデータ
⑹ 外形加工用ルーターデータ
⑺ 金型
⑻ 電気検査治具
⑼ その他

次に揚げる概略の知識を有す
ること
⑴ データチェック
⑵ 面付け・ワークサイズ
⑶ フィルム
⑷ スクリーン版
⑸ 穴あけデータ
⑹ 外形加工用ルーターデータ
⑺ 金型
⑻ 電気検査治具
⑼ その他
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科目 分野 1 級 2級
電子
回路
の製
造

電子回路
基板の製
造

1. 次に揚げる一般的な知識
を有すること
⑴ サブトラクティブ法
⑵ アディティブ法
⑶ ビルドアップ法
⑷ その他

2. 次に揚げる一般的な知識
を有すること

（特にコストに影響を及ぼす
内容を明確にすること）
⑴ 材料切断
⑵ 積層
⑶ 穴あけ
⑷ 銅めっき
⑸ 表面処理
⑹ パターン形成　
⑺ �ソルダレジスト・シンボ

ル印刷
⑻ 外形加工
⑼ 最終表面処理
⑽ その他

1.　次に揚げる概略の知識を
有すること
⑴ サブトラクティブ法
⑵ アディティブ法
⑶ その他

2.　次に揚げる概略の知識を
有すること
（特にコストに影響を及ぼす
内容を明確にすること）
⑴ 材料切断
⑵ 積層
⑶ 穴あけ
⑷ 銅めっき
⑸ 表面処理
⑹ パターン形成　
⑺ �ソルダレジスト・シンボ

ル印刷
⑻ 外形加工
⑼ 最終表面処理
⑽ その他

試験及び
検査

次に揚げる一般的な知識を有
すること
⑴ 外観検査
⑵ 寸法検査
⑶ 電気検査
⑷ 中間検査（AOI検査）
⑸ 信頼性試験
⑹ その他

次に揚げる概略の知識を有す
ること
⑴ 外観検査
⑵ 寸法検査
⑶ 電気検査
⑷ 中間検査（AOI検査）
⑸ その他

電子回路
基板の欠
陥

電子回路基板の欠陥について
一般的な知識を有すること。

（実装の欠陥を含む）

電子回路基板の欠陥について
概略の知識を有すること。

電子回路
実装基板

電子回路実装について一般的
な知識を有すること。

電子回路実装について概略の
知識を有すること。
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実技試験（原価計算・ロールプレイング試験）
1 級

電子回路営業活
動
訪問、情報収集、
交渉及び原価計
算

電子回路の営業活動に関し、次に掲げることができること。 
⑴ �得意先を営業活動の一般的ルールに則り、訪問し、営業

活動を展開できること。
⑵ 得意先の提示条件を、正確に把握すること。 
⑶ 相手企業と価格交渉ができること。 
⑷ �電子回路の原価計算について、次に揚げる各事項ができ

ること。
イ）�電子回路における製造原価を構成する要素を特定し、

列挙できること。 
ロ）�電子回路の製造工程における生産管理情報から、生産

性や加工レートなど原価計算に必要な項目について特
定し、列挙、計算できること。

ハ）�イ）及びロ）の電子回路の製造工程における原価の構
成要素及び生産管理情報などを使用して、電子回路製
造に要する製造原価の計算ができること。

ニ）�製造原価と販管費、価格、受注量、利益、コスト改善
などの計算や関係性について特定し列挙、計算できる
こと。

ホ）�仕様変更や生産性などが製造原価に及ぼす影響につい
て特定し、列挙、計算できること。

2 級
電子回路営業活
動
訪問、情報収集、
交渉及び原価計
算

電子回路の営業活動に関し、次に掲げることができること。 
⑴ �得意先を営業活動の一般的ルールに則り、訪問し、営業

活動を展開できること。 
⑵ 得意先の提示条件を、正確に把握すること。 
⑶ �電子回路の原価計算について、次に揚げる各事項の基礎

的なことができること。
イ）�電子回路における製造原価を構成する要素を特定し、

列挙できること。
ロ）�電子回路の製造工程における生産管理情報から、生産

性や加工レートなど原価計算に必要な項目を特定し、
列挙、計算できること。

ハ）�イ）及びロ）の電子回路の製造工程における原価の構
成要素及び生産管理情報などを使用して、電子回路製
造に要する製造原価の計算ができること。

ニ）�変動費、固定費、受注量、損益分岐点、利益などの計
算及び関連性について特定し列挙、計算できること。
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電子回路営業ハンドブック（含設計・製造の基礎知識）　目次

【第Ⅰ部 営業に必要な知識】
1. 営業の目的と任務�………………………………………………………… 1

1.1 はじめに�……………………………………………………………… 1
1.2 会社の利益を上げること�…………………………………………… 1
1.3 営業の仕事と工場の関係�…………………………………………… 3

2. マーケティング・新技術と営業の仕事�………………………………… 4
2.1 マーケティング�………………………………………………………… 4
2.2 新技術、環境対応�……………………………………………………… 5
2.2.1 新技術�……………………………………………………………… 5
2.2.2 環境対応�…………………………………………………………… 5
2.3 受注活動�……………………………………………………………… 8
2.3.1 受注までの流れ�…………………………………………………… 8
⑴ 会社情報の交換（売り込み）�………………………………………… 8
⑵ 工場見学・工場監査�………………………………………………… 8
⑶ 基板の評価とデータの確認�………………………………………… 8
⑷ 取引開始（製造依頼）の決定・承認�……………………………… 8
⑸ 基本売買契約書・品質保証契約書などの取り交わし�…………… 9
⑹ 購入仕様書・検査規格・環境対応契約書の取り交わし�………… 9
⑺ 正式見積依頼�………………………………………………………… 9
⑻ 正式受注（注文書の受領）�…………………………………………… 9
2.3.2 会社案内・製品パンフレット�…………………………………… 10
2.3.3 売り込み�…………………………………………………………… 10
⑴ WEBを利用した売り込み�…………………………………………… 10
⑵ 展示会や商談会による売り込み�…………………………………… 11
⑶ 展示会訪問による売り込み�………………………………………… 12
⑷ 電話による売り込み�………………………………………………… 13
2.3.4 訪問活動�…………………………………………………………… 13
⑴ 新規開拓顧客に対する訪問活動�…………………………………… 13
⑵ 既存顧客に対する訪問活動�………………………………………… 15
2.3.5 引き合い�…………………………………………………………… 17
2.3.6 見積もり�…………………………………………………………… 18
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2.3.7 受注�………………………………………………………………… 21
⑴ 新規受注�……………………………………………………………… 21
⑵ リピート受注�………………………………………………………… 22
2.3.8 受注後の活動�……………………………………………………… 23
⑴ 生産指示�……………………………………………………………… 23
⑵ 出荷指示�……………………………………………………………… 23

2.4 納品及び納品後の活動�………………………………………………… 24
2.4.1 出荷及び納品�……………………………………………………… 24
⑴ 包装�…………………………………………………………………… 24
⑵ 梱包�…………………………………………………………………… 25
⑶ 製品の識別�…………………………………………………………… 26
⑷ 納品書�………………………………………………………………… 26
⑸ 出荷及び納品�………………………………………………………… 28
2.4.2 請求書の発行及び代金回収�……………………………………… 30
2.4.3 経営状況調査（与信管理／調査）�………………………………… 31

2.5 営業の調整力�…………………………………………………………… 33
2.5.1 変化するあなたのその見積で儲かりますか？�………………… 33
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－ 1－

1.　営業の目的と任務
1.1　はじめに
　プリント配線板の営業諸君！
　プリント配線板ワールドへようこそ
　おそらくプリント配線板の優秀な営業マンは、どの業界に行っても通用す
るくらい、どこまでも奥が深く、そのやりがいは無限に広がることでしょう！
　逆に言うとプリント配線板ワールドは、まさしくブラックホールなのです。
　なぜなら電子機器の成長は、例えば固定電話から携帯電話へ、携帯電話か
らスマートフォンへとアッという間に変わっていき、それに使われるプリン
ト配線板も変化していきました。そのプリント配線板の製造方法・製造装置
も日々進化し、製造拠点も変化してきています。更にプリント配線板を深く
知ろうと思うと部品の知識や実装の知識も必要となってきます。
　先程ブラックホールと表現しましたが、営業諸君の深く深く身につけた知
識は自分の血となり肉となって大きな武器となるでしょう！そして、強靭化
した営業諸君はこの業界から抜け出せなくなるのです。
　このテキストは、プリント配線板の優秀な営業マンになるための最高のテ
キストとなるように作られています。

1.2　会社の利益を上げること
　Company（会社）とは、共通の目的を持った仲間が集まり、お金を出し合い、
信じ合い、助け合って、目標を達成しようと努める人間の集まり。
　また、「会社」は事業を行い、利益を追求する法人です。
会社の一員である営業は、“会社の経営方針”に則り、会社の先兵として最
前線で多くのライバルと競争しながら注文を獲得し、予算を立ててその予算
を守って工場及び会社の利益確保の一助となることが任務です。
　しかし、この任務を遂行することが容易なことではありません。
　では、“営業とは？”“商売とは？”と聞かれると、まず近江商人の�

“三方よし”の精神そして“商売十訓”が現代になっても基本中の基本と思
います。

　＜近江商人の商売十訓＞
①商売は世の為、人の為の奉仕にして、利益はその当然の報酬なり
②店の大小よりも場所の良否、場所の良否よりも品の如何
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③売る前のお世辞より売った後の奉仕、これこそ永遠の客をつくる
④資金の少なきを憂うなかれ、信用の足らざるを憂うべし
⑤無理に売るな、客の好むものも売るな、客の為になるものを売れ
⑥良きものを売るは善なり、良き品を広告して多く売ることはさらに善なり
⑦�紙一枚でも景品はお客を喜ばせる、つけてあげるもののないとき笑顔を景

品にせよ
⑧正札を守れ、値引きは却って気持ちを悪くするくらいが落ちだ
⑨�今日の損益を常に考えよ、今日の損益を明らかにしないでは、寝につかぬ

習慣にせよ
⑩商売には好況、不況はない、いずれにしても儲けねばならぬ

　この商売十訓をマスターし、実行できる営業は最高の営業です。

　プリント配線板製造の会社が1990（平成元）年以降の30年で200社以上が
なくなりました。
　その原因は“適正な利益”のない競争が行われたこと、つまり“適正な見
積もり”が提出されていなかったこと、及び“適正な経営”が出来ていなかっ
たことにあります。
　それではなぜそうなったのでしょうか？
　その答えのひとつはプリント配線板業界の特異性にあります。
　それは
　　・中小企業が多い
　　・完全なオーダーメイドの受注生産
　　・最後に設計が決まって、最初に必要な電子部品（納期が厳しい）
　　・電気、電子、機械、化学の融合した製品
　　・受注の波が激しい
　　・工程が長く多額の設備投資が必要
　　・一貫工程を持たない工場も多い

　継続的な利益の追求を行うために、商売の原理原則、人と人との関係の原
理原則、プリント配線板の原理原則を勉強し、遵守し、会社の先兵として羅
針盤として、会社の利益のために頭と体を使わないといけないのです。
　だから営業は“面白い”のです。

SAMPLE



－ 3－

1.3　営業の仕事と工場の関係
　営業の仕事と工場との関係（工程図）を図1.1に示します。
　営業は、営業活動を通じて顧客情報及び製品情報を工場に正しく速やかに
伝達しなければ工場は動くことができません。また、出荷した製品に関して
確実に代金回収をしなければ、会社は倒産してしまいます。

つまり、営業は会社の入口と出口の最も重要な部分を管掌しているのです。
　このテキストでは、営業のメイン業務の知識のみではなく、工場全般の知
識及び顧客の実装工程・部品の知識についてもわかりやすく解説しています。
　ぜひとも上手にこのテキストを活用してください。

営業活動
（売りこみ・引合い・見積り）

資材調達 治工具

製造

品質（検査）

梱包・出荷

代金回収／クレーム／再作

工程設計
生産管理

受注

CAD・CAM
作業

図面

外注

検査（品質基準）

出荷指示

※太字が営業のメイン業務

図1.1　営業の仕事と工場の工程図SAMPLE
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